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〈編集後記〉 
　今年の１～３月頃を最悪期とした危機的状況からは徐々に脱しつつありますが、ヘリウ

ムは相変わらず厳しい状況が続いています。市場での流通量は徐々に増えているそうです

が、ヘリウムを断念していた顧客も徐々に戻っているため、需給バランスはなかなか正常

に戻らず、市場価格は上昇を続けているそうです。低温センター吹田分室で購入している

気体ヘリウムもここ数ヶ月間で２回値上げとなりました。１回目は５％程度の値上げで済

みましたが、２回目は２０％を超える値上げで、トータルで３０％近い値上げとなっています。

この先も予断を許さない状況が続きそうです。 

　さらに電気料金も値上げされました。関西電力は大口顧客向けを約１７％値上げしまし

たが、さらなる値上げが噂されています。電力によってヘリウムを気体から液体へ状態変

化させている低温センターとしては、こちらも予断を許さない状況が続いています。 

　竹内先生の記事にありますように日本はヘリウムを全量輸入に頼っており、そのほとん

どはアメリカから来ています。アメリカは１９９６年にヘリウム民営化法を制定し、それま

で国家備蓄していたヘリウムを市場に放出する政策を取ってきました。しかし最近、アメ

リカ議会でヘリウムの市場放出量を抑制して、国家備蓄を継続する新法について審議して

います。日本にとって最大の輸入元のため非常に気になる動きです。 

　次号以降もヘリウム状況に動きがあれば関連記事を掲載する予定にしています。 

（百瀬英毅） 
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表紙説明：Si（111）－（7×7）表面での原子操作時における非接触原子間力顕微鏡（NC-AFM）により

測定されたラインプロファイル（上図）とシクロデキストリン（CD）によるゲスト分

子の包接と放出の模式図（下図）。詳細は本文を参照。 
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